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調査票の質問は、次の 5 つのパートで構成し、総質問数は 83 問である。 
・Part Ⅰ（7 問） ：【研究資金】、【施設・設備、知的基盤、研究情報基盤の整備】 
・Part Ⅱ（28 問）：【人材の活きる環境の形成】、【研究者にインセンティブを与える評価システム】
・Part Ⅲ（3 問） ：【基礎研究】 






















（150 名程度）、③研究の現場を主なポジションとしている方（250 名程度）とした。 
今回の調査（第 1 回調査）は、アンケート方式、郵送法にて、2006 年 11 月 2 日～12 月 28 日に実施





回答者（347 名）の主な属性の分布1については、図表 1 のとおり。 
 
図表 1. 回答者の属性 


















































































（レンジは 0.0～10.0）を用いて記した。また、集計結果の解釈については、本編 3.4.4.を参照されたい。 


















図表 2. 世界トップレベルの成果を生み出すために拡充する必要がある研究資金 
 







大学の回答者（137人） 自由発想公募（53％） 基盤経費研究費（29％） 政府主導プロ（9％）
公的研究機関の回答者（30人） 自由発想公募（40％） 基盤経費研究費（27％） 政府主導プロ（20％）



















































3.9）、公的研究機関（指数：3.9）ともに充分とはいえない状況にある（図表 3）。回答者を 39 歳以下と




































































































図表 5. 基礎研究の環境（資金、スペース、支援者） 
①研究資金 ②研究スペース ③研究支援者
全回答者 2.9 2.8 1.7
大学の回答者 2.6 2.7 1.5
公的研究機関の回答者 3.6 2.3 1.4
指数　「実感有り」
 








































(2) 間接経費 30％の達成は強く期待されている。（問 58、問 54） 
・競争的資金の間接経費について自由記述で幅広く意見を求めたところ、間接経費を早期に研究費








 3. イノベーション2の創出への取り組み 
 
3.1. イノベーションの種の創出を目指す研究開発 

























                                                  
2 「イノベーション」とは、第 3 期科学技術基本計画では、「科学的発見や技術的発明を洞察力と融合し発展させ、新たな
社会的価値や経済的価値を生み出す革新」のこと。 
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 3.3. 産学官連携 
















































期的に行うことにより、第 3 期科学技術基本計画（以下、「第 3 期基本計画」という）の期間（2006～2010
年度）における日本の科学技術の課題に関する状況の変化を時系列で把握することを目的とする（図表
1）。さらに、変化の傾向などから、顕在化していない問題の抽出も試みる。 














図表 1. 定点調査のねらい 
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・調査時期：2006 年から毎年 1 回夏～秋頃（第１回調査は 2006 年 11 月に実施）、同一のアンケート






                                                  
3 科学技術関係人材の養成、科学技術基盤整備、研究開発の実施及びその成果の活用までを含む我が国の科学技術
の仕組みの全体を指す。（第 1 期基本計画より引用） 
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有本 建男  独立行政法人科学技術振興機構 社会技術研究開発センター長 
今成 真  三菱化学株式会社 顧問 
◎井村 裕夫  財団法人先端医療振興財団 理事長 
笠見 昭信  株式会社東芝 常任顧問 
茅 幸二  独立行政法人理化学研究所中央研究所 所長 
岸 輝雄  独立行政法人物質・材料研究機構 理事長 
○後藤 晃  国立大学法人東京大学先端科学技術研究センター 教授 
榊 裕之  国立大学法人東京大学生産技術研究所 教授 
榊原 清則  学校法人慶應義塾大学総合政策学部 教授 
中馬 宏之  国立大学法人一橋大学イノベーション研究センター 教授 
橋本 和仁  国立大学法人東京大学先端科学技術研究センター 所長 
浜中 順一  石川島播磨重工業株式会社 顧問 
吉本 陽子  三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 経済・社会政策部主任研究員 
   （◎委員長、○副委員長、五十音順、敬称略、2007 年 2 月 1 日時点） 
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推進事業（ERATO）のプロジェクトの研究総括（2005 年時点で進行中のプロジェクト 20 名程度）を
候補者に加えた。 















                                                  
4 国際的な科学文献データベースである Thomson Scientific 社 SCI-CD-ROM において被引用度が上位 10%以内の
論文の著者を対象に実施した質問票調査である。この調査では、著者らを「トップリサーチャー」と定義している。 
22

































議員からも意見を得た。また、調査票の実行性を確認するために、プリテストを 1 回（2006 年 3 月：対象者




「科学技術システム定点調査」の調査票の構成は 5 つのパートからなり、総質問数は 83 問である5。 
・PartⅠ（7 問） ：【研究資金】、【施設・設備、知的基盤、研究情報基盤の整備】 
・PartⅡ（28 問）：【人材の活きる環境の形成】、【研究者にインセンティブを与える評価システム】 




・PartⅤ（4 問） ：【社会に開かれた科学技術】 
 










図表 5. 6 段階評価による回答方法の例 
問：我が国の基礎研究について、国際的に突出した成果が充分に生み出されていると思いますか。 
□実感有り □実感無し 
不充分                                         充分                    
 
 
                                                  
5 調査票本体は、「参考資料」に掲載。 
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 3.3. 調査票調査の実施 
「3.1. 対象者の選定」の作業を経て得られた対象者リストにある全員（430 名）に対して、郵送法にて、
調査票並びに参考資料を送付。347 名からの回答の返送を得た（回収率 80.7％）。なお、返信の締め切
り期日までに回答の無かった対象者に対しては、郵送による督促を 2 回行った。 
［日程］ 
調査票発送：2006 年 11 月 2 日（発送数 430 通） 
調査票回収：締め切り：2006 年 11 月 27 日 










3 と 4 の中間に○を付けている場合は 3 と見なし、複数の数字に○をつけ
ている場合は一番左の回答を採用する。 








問 2 のみは順位付け回答で行われ、選択項目ごとに指数を求めている。ここでは、5 つの選択項目か
ら順位付き（第 1 位から第 3 位まで）で回答される。計算方法は、まず、第 1 位→3 ポイント、第 2 位→2
ポイント、第 3 位→1 ポイントに変換した。次に、5 つの選択項目ごとに、各順位のポイントとその有効回 
答者人数の積を求め、次にそれぞれの積の値を合計し、第 1 位の有効回答者数で除している。 
 
分母を「第 1 位の有効回答者数」とした理由は次のとおり。有効回答者の多くは、第 1 位から第 3 位ま






































 で全て記入しているのだが、第 1 位のみに回答している場合や第 1 位と第 2 位のみに回答している場合
もある。そうすると、全ての項目において、得られたかもしれないが失われた第 2 位、第 3 位の幻の投票数
と、そもそも第 3 位までにランクインしなかった場合とが含まれ、かつ区別ができない。よって、選択項目ご
とに集計する都合上、少なくとも有効回答者全員が回答している第 1 位の人数を分母とした。 










1 の値（第 1 四分位値、第 3 四分位値）を併記した。また各指数を算定したデータ数（各属性で
の回答者数）を（ ）で併記した。 
 
図表 6. グラフの例 
 
第 1 四分位値：回答者の評点を小さい方から並べたとき、4 分の 1 番目に該当する回答者の評点 
第 3 四分位値：回答者の評点を大きい方から並べたとき、4 分の 1 番目に該当する回答者の評点 























































答の「実感有り」の分布を図表 2 に示す。図表 1、図表 2 いずれも、指数が 3.0 よりも大きく 4.0 以下の範
囲（図表の中では「3-4」と表記）にピークがあった。また、指数5.0以下を占める回答割合をみると、図表 1
については約 86％、図表 2 については約 90％であった。 
 















問が 1 問あるが、いずれも現状に満足しているという意味で 7.0 を超える（反対にいえば、現状に不満と
いう意味で 3.0 を超えない）ケースは存在しなかった。 
 
(3) 集計結果の解釈について 
以上の考察と結果から考えると、実際の指数が 3 や 4 のレベルでは状況はまだまだであり、5.0 を超え






左右対称軸：「実感有り」のみ          左右対称軸「不充分～充分」：「実感有り」のみ 






































 4. 回答者の属性分布 
図表 9. 属性分布［回答者数：347 名］ 
    性別分布                  年齢別分布                所属機関別分布 
 
    業務内容別分布            職業性格区分別分布               職位別分布 
 
 















































































































































































                                                  
6 指数の計算方法は、Ⅰ．3.4.2.に掲載。 
問 1. 科学技術に関する政府予算は、日本が現在おかれている科学技術の全ての状況を鑑みて充分と思いますか。 
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 【図 1-1】 問 1. 政府科学技術予算 指数分布7 
 
注 1：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
注 2：指数とは、6 段階評価（1（不充分）～6（充分））からの回答を、1→0 ポイント、2→2 ポイント、3→4 ポイント、4→6 ポイント、5→8 ポイ











・第 3 期科学技術基本計画にある目標を達成されることを望む。 
・第 3 期科学技術基本計画の 25 兆円で現在の GDP 比 1％となることは大変よいが、今後の GDP の増に伴い 1％の堅持
を望む。 
































































合事業団など）をいただいたが、主に 3 分の 2 補助が多く、3 分の 1 は会社が出すという制度のため、会社の経営を圧迫

































                                                  
9 計算方法は、Ⅰ．3.4.2.に掲載。 
問 2. 我が国の大学や公的研究機関において、世界トップレベルの成果を生み出すためには、現在、どの研究開発資金







大学の回答者（137人） 自由発想公募（53％） 基盤経費研究費（29％） 政府主導プロ（9％）
公的研究機関の回答者（30人） 自由発想公募（40％） 基盤経費研究費（27％） 政府主導プロ（20％）






 【図 1-2】 問 2. 世界トップレベルの成果を生み出すために拡充すべき研究開発資金 指数分布：実感有り 
 
注 1：凡例の括弧内数値は、有効回答者数。 
注 2：指数とは、第 1 位から第 3 位までの回答を第 1 位→3 ポイント、第 2 位→2 ポイント、第 3 位→1 ポイントに変換し、その合計値を第
1 位の有効回答者数で除したもの。理論上の最高点は 3.0 ポイント、最低点は 0.0 ポイントである。 
 
 
































































































































 1.2. 知的基盤、研究情報基盤、施設・設備の整備 
 




























































































【図 1-4】に問 5 の結果を示す。全回答者、大学、公的研究機関、民間企業の回答者の値はいずれも
やや不充分となっている。また、【図 1-3】と【図 1-4】とを比べると、ほとんど同じ値を示している。 
 

























































































参考情報：文部科学省 HP サイト 














                                                  




① 大学の施設、 ② 大学の設備、 ③ 公的研究機関の施設、 ④ 公的研究機関の設備 
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 【図 1-5】 問 6. ①大学の施設 指数分布 
 
【図 1-6】 問 6. ②大学の設備 指数分布 
























































 【図 1-7】 問 6. ③公的研究機関の施設 指数分布 
 
【図 1-8】 問 6. ④公的研究機関の設備 指数分布 







































































































































































【図 1-9】 問 8. 職業的魅力 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
 




















































































































































































































問 12 の結果を【図 1-11】に示す。全回答者の指数から、望ましい能力を持つ人材が博士課程後期を
目指しているかどうかについてはやや低い評価となっている。本質問の主要関係機関である大学回答者
の指数は 3.5 と小さい。この結果の背景は、自由記述から垣間見える。 
 
【図 1-11】 問 12. 博士課程後期を目指す人材 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数） 
                                                  
11 ここでの「若手研究者」とは、年齢が 30 歳代半ば位までの研究者としている。 


































































































































































































40 歳以上の 2 つのグループに分けて集計する（【表 1-2】）と、39 歳以下の回答者の指数が若干高い傾
向にある。また、若手研究者の苦境が自由記述から様々に伺える。 
 
































 【図 1-15】 問 15. ②公的研究機関の若手研究者の自立性 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
 
【表 1-2】 問 15. ①大学、②公的研究機関の若手研究者の自立性 
 





































































































































































































































問 18 の結果を【図 1-19】に示す。大学、公的研究機関、民間企業の回答者の指数はいずれも 5.0 付
近であり、水準は中程度であると評価している。 
 
























































































問 20 の結果を【図 1-20】に示す。大学、公的研究機関、民間企業の回答者の指数はいずれも低く、女
性研究者にはまだまだ大いに活躍してほしい、期待されている。また、男女別に指数をみると、男性回答
者が 2.9（回答者数：214 人）、女性回答者が 2.4（同：41 人）と、女性の回答者の方が低い結果となった。 
 




                                                  
12 データの出展は、「科学技術指標 -第 5 版に基づく 2007 年改訂版-」（文部科学省科学技術政策研究所、調査資料
-140、2007 年 7 月）。 




















































問 21 の結果を男女別に指数で見ると、①環境の改善については、男性回答者 3.2（回答者数：189
人）、女性回答者が 1.5（同：40 人）であり、②人事システムの工夫については、男性回答者が 3.7（回答


































































































































見を得たので、問 22 の自由記述並びに問 25 の自由回答をご覧いただきたい。 
 
問 22. 大学や公的研究機関では、海外の優秀な外国籍研究者の獲得活動は積極的に行われていますか。 
① 大学、 ② 公的研究機関 
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 【図 1-23】 問 22. ①大学における海外の優秀な外国籍研究者の獲得活動状況 指数分布 
 
【図 1-24】 問 22. ②公的研究機関における海外の優秀な外国籍研究者の獲得活動状況 指数分布 




































































問 22 の海外の優秀な外国籍研究者の獲得活動の状況把握に続き、問 23 では、海外の優秀な外国
籍研究者の受け入れ体制の状況について把握を試みた。 






も、回答者から多くの意見を得たので、問 23 の自由記述並びに問 25 の自由回答をご覧いただきたい。 
 











































































































【図 1-27】 問 24. ①大学における外国籍研究者数 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
問 24. 大学や公的研究機関における、海外から獲得した優秀な外国籍研究者の数は充分と思いますか。 





































































































































①-1 大学での障害事項、 ①-2 大学での障害を取り除くための対策 





































































































































① 大学、 ② 公的研究機関 
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 【図 1-29】 問 27. ①大学における後継世代・専門家育成 指数分布 
 
【図 1-30】 問 27. ②公的研究機関における後継世代・専門家育成 指数分布 



































































































問 28 と問 2914は、研究開発人材流動性についての 3 種類の質問からなる。研究開発人材の流動性を
高めようとする国の方針や流動性の効果については、国の審議会や学会、各所の会議において、様々に
議論されているところである。問 28 の①大学及び公的研究機関の内部での流動性の【図 1-31】 、同②





【図 1-31】 問 28. ①大学及び公的研究機関の内部での流動性 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
 
                                                  
14 研究者の流動性についての同様の質問を、分野別定点調査の問 9～11 でも行っている。 





















































































































（この問の分析は、問 28 に記述している。） 
 









































































【図 1-34】 問 30. ①大学での能力主義に基づく公正で透明性の高い人事制度 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
問 30. 第 3 期科学技術基本計画においては、「自由な創意工夫により新たな価値を生み出すためには、人事における健
全な競争の促進と公正さの担保が必要」とされています。我が国の大学や公的研究機関では、能力主義に基づく公正
で透明性の高い人事が充分に行われていると思いますか。 



































 【図 1-35】 問 30. ①大学での能力主義に基づく公正で透明性の高い人事制度 回答分布 
 











































































































































































































































 1.4. 研究者にインセンティブを与える評価システム 
 
 




































































































































・現在の評価システムは、誰かが最初に行った評価を次の人が評価する、つまり、ある A という研究で、B という賞をもらった































































































































問 36 の結果を【図 2-1】に示す。全回答者、大学、公的研究機関、民間企業のいずれの回答者の指数
                                                  
15 「基本計画の達成効果の評価のための調査－主な成果－報告書」（文部科学省科学技術政策研究所、NISTEP 
REPORT No.83、2005 年 3 月） 























《問 36（第 3 期基本計画の下での自由発想型研究の在り方への懸念）に関する主な自由記述》 
（＊：特に意見が多いもの） 





















































































究支援者の 3 項目の状況について質問した。 





研究機関の「実感有り」の回答者の約半数は最も低い評価（6 段階評価の 1）で（大学回答者：167 名中
79 名、公的研究機関回答者：23 名中 10 名）、残りの回答者もそのほとんどが不充分と考えており、研究
の現場で深刻な問題であることが確かめられる。 
 









































 【図 2-3】 問 37. 大学における基礎研究の研究環境-②研究スペース- 指数分布 
 
【図 2-4】 問 37. 大学における基礎研究の研究環境-③研究支援者- 指数分布 






















































 《問 37（大学における基礎研究の研究環境）に関する主な自由記述》 （＊：特に意見が多いもの） 
（研究資金） 
・一番不足しているのは、やはり資金。（基礎研究の場合は 5 年間の連続性を担保した資金） 
・自由な発想に基づく研究であるから大きな資金は不必要。継続的で性急な結果を求めない支援が必要。 
・力のある研究者には競争的研究資金が配布される仕組みが完備している。 

























































































































































術関係経費の約 5％、競争的研究資金全体の約 40％を占めている。（なお、2007 年度予算は、1,913
億円） 







































































問 46 の結果を【図 2-6】に示した。科学研究費補助金における中間評価や事後評価については、優れ
た研究の更なる発展を支援するのに「役立っている」と「役立っていない」がほぼ拮抗（指数：5.1）している。
また、いずれの所属機関の回答者でも指数 5.0 前後でほとんど差が認められない。 
 













































































4 月 1 日付けの通知による関係機関への周知や、2007 年 1 月 19 日の通知により実績報告書の提出期
限を 4 月下旬から 5 月下旬に延長したことなどの効果がどのようであるか、今後の調査での指数の変化が
注目される。 
 







る（2005 年度科学研究費補助金繰越実績：総採択課題数 約 52,000 件中 55 件、2006 年度：総採択

























































































































・基盤 C の採択率は A や S より高くすべき。基盤 C の重複申請の緩和が必要。 















































（5 億円）、アジア科学技術協力の戦略的推進（5 億円）などの諸プログラムが新規に創設され、平成 18





問 49 の結果を【図 2-8】に示す。応募課題に対して審査が公正で透明性が高い審査が行われている
かについては、民間企業の回答者の評価が比較的よい。また、全回答者（150 名）の回答分布を見ると、
不充分「1」～充分「6」の評価のうち、「2」（35 名）、「3」（38 名）、「4」（39 名）の回答数はそれぞれほぼ同
数であり、「5」も 22 名で、回答者の評価に幅が認められる（指数：4.4）。 
 



















































評価ともに、A～D の 4 段階（A＞D）で評定される16。 
問 50 の結果を【図 2-9】に示す。科学技術振興調整費における中間及び事後評価の状況については、
指数 4.5 である。また、民間企業の回答者の評価は比較的よい（指数：5.5）。 
 




                                                  
16 平成 18 年度の実績は、中間評価が 23 件（うち A：9 件、B：13 件、C：1 件）、事後評価が 87 件（うち A：27 件、B：52






















































































































































































究拠点形成の目指したグローバル COE プログラム（文部科学省、2007 年度創設）なども実施されており、









































































いては、第 2 期基本計画の期間中からも総合科学技術会議等で審議がなされ、2002 年 6 月の「競争的
研究資金制度改革について（意見） 中間とりまとめ」において、競争的資金の配分機関に PO や PD を
配置し、PO や PD を中心とする一貫したマネジメントを行うための体制を導入することが決定された。これ
を受けて、例えば(独)日本学術振興会（JSPS）は学術システム研究センターを設置（2003 年 7 月）し、こ
こに PO や PD が置かれ、JSPS 事業における審査・評価業務への参画、JSPS 事業への様々な提案・
助言や学術振興方策の調査研究を行っている。(独)科学技術振興機構（JST）は、その事業のうち、科学










































 《問 54（PO・PD 制度の機能発揮）に関する主な自由記述》 （＊：特に意見が多いもの） 
*PO・PD の制度や役割がまだ知られていない。 






・PO・PD の人選過程が不透明である。研究テーマに対して中立な立場の PO・PD を設定すべき。 








問 54 で紹介したように、我が国における競争的資金制度における PO や PD の配置、PO や PD を中
心とする一貫したマネジメント体制の導入は「競争的研究資金制度改革について（意見） 中間とりまとめ」
（2002 年 6 月 19 日総合科学技術会議）で決定され、始められた。その後公表された「競争的研究資金
制度改革について（意見）」（2003 年 4 月 21 日総合科学技術会議）では、人数の面でも雇用形態等制度
の位置付けの面からも必ずしも十分とはいえない状況であること、PO や PD の具体像が明確で無いため




そこで問 55 では、PO・PD 制度が機能するための現時点での障害事項及び障害を取り除くための対
策を自由記述で尋ねた。得られた意見を要約すると以下のとおり。（＊：特に意見が多いもの） 
 














































































































































が設定され、2001 年度から導入されてきたが、2005 年度時点での実績は 17％程度に留まっている。 



















































































































 2.3. 大学の競争力の強化 
 




























































問 61. 自由記述欄：【大学の国際競争力の強化】について、更にご意見がございましたら、下表にご記入下さい。 
133













【図 3-1】 問 39. 研究資金配分と基礎研究の多様性 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
 











                                                  



































【図 3-2】 問 40. 我が国の基礎研究の国際級成果 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
 
【表 3-1】 問 40. 我が国の基礎研究の国際級成果 回答割合 
注：指数のレンジは 0.0 ポイント（不充分）～10.0 ポイント（充分）である。 
 
 










































1 2 3 4 5 6
7% 28% 22% 24% 17% 1% 4.4
大学の回答者 （153人） 7% 26% 22% 24% 19% 2% 4.5
公的研究機関の回答者 （33人） 3% 21% 33% 21% 21% - 4.7











問 41 の結果を【図 3-3】に示す。いずれの所属機関の回答者の集計結果も低めの指数となり、自由発
想型研究の成果を次の段階へ繋ごうという研究者の活動は、必ずしも活発でないと考えられている。 
 














































































































































































































































 3.2. 分野連携・融合領域研究への取り組み 
 







着目した競争力強化策としては、「大学の構造改革の方針」（2001 年 6 月）に基づいた、21 世紀 COE プ
ログラム（2002 年度～）などが具体的な施策として展開されてきているが、さらに国際的な研究拠点形成


































































































*重点推進 4 分野、推進 4 分野を特定し、特に前者に対して予算を厚くして来たこともあり、そこに閉じてしまっている。4 分
野に対しては出口評価を厳しく行い、ブレイクスルー、イノベーションへのマインドを駆り立てるべき。 
 






































ねた。結果は問 63 とほとんど変わらず（同じ所属機関の回答者の場合、指数は問 63 と同等の傾向）、こ
の件について、大学側の支援はあまり充分とはいえないと考えられている。 
 


















































































































































































問 62～問 65 についての主な自由記述は、前述のとおり。【分野連携・融合領域研究への取組み】全
体への主な自由記述は、以下のとおり。（＊：特に意見が多いもの） 
 


































① 大学に対して、 ② 公的研究機関に対して 
 
産学官の持続的・発展的な連携システムの構築については、1996年の科学技術基本計画策定後、産
学官連携推進のための制度整備が大きく進んだ（98 年度の TLO 制度の創設、99 年度の日本版バイ･ド





















 【図 3-11】 問 67. 民間企業から①大学への課題の発信 指数分布 
 
【図 3-12】 問 67. 民間企業から②公的研究機関への課題の発信 指数分布 
















































































































問 68. 大学や公的研究機関は、民間企業が抱えている技術的課題に関心を持っていると思いますか。 




























 【図 3-14】 問 68. ②公的研究機関における民間企業の技術的課題への関心 指数分布 
注：グラフ内数値：指数、（有効回答者数）  
 
【図 3-15】 問 68. ①大学における民間企業の技術的課題への関心 回答分布 
 


































































問 69 の結果は【図 3-17】のとおり。いずれの所属機関の回答者も研究情報の交換や相互の知的刺激
の量は、着実に増加しているとの評価である。 
 






























































































                                                  
18 これまでの産学連携の成果の一端を広く紹介することを目的として、文部科学省より、技術移転事例を集めた「イノベー
ション創出へ向けた技術移転事例集」及び産学官連携コーディネーターの多岐にわたる活動をまとめた「産学官連携コー
ディネーターの成功・失敗事例集（平成 19 年度新版）」が発行されている。 





































《問 70（技術移転に係わる知財運用の円滑さ）に関する主な自由記述》 （＊：特に意見が多いもの） 























【図 3-19】 問 71. ①大学の研究開発活動への効果 指数分布 
 
【図 3-20】 問 71. ②大学の教育活動への効果 指数分布 










































































































                                                  












































































































































































































 【図 3-23】 問 75. 地域における知の拠点としての大学の役割-①地域ニーズに即した研究- 指数分布 
 
【図 3-24】 問 75. 地域における知の拠点としての大学の役割-②地域ニーズに即した科学技術人材育成- 
指数分布 

































































































































問 75 のとおり、第 3 期基本計画において地域における科学技術を振興することが示されている中、国
または地方自治体における科学技術施策は、地域の知の拠点としての大学を支援しているだろうか。 
問 75 の結果は【図 3-25】のとおり。いずれの所属機関の回答者の指数も低く、国または地方自治体に
よる大学支援の現状は充分でないと考えられている。 
 


































































































































































































































































































































































た。問 82 の結果を【図 4-3】に示す。全回答者の指数は 4.0 で、現時点では国や研究者コミュニティーに
おける倫理的・法的・社会的な課題への対応は充分とはいえないと考えられている。 
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